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富
岡
町
敬
老
会 

３
年
ぶ
り
に
開
催

会
場
に
集
う
元
気
な
笑
顔

　

震
災
後
初
め
て
と
な
る
富
岡
町
敬
老
会

が
９
月
５
日
と
12
日
の
両
日
、
郡
山
市
と
い

わ
き
市
の
２
会
場
で
行
わ
れ
、
各
避
難
先
か

ら
４
５
０
人（
招
待
者
は
２
５
０
０
人
）が
出

席
し
再
会
を
喜
び
合
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
宮
本
町
長
に
よ
る
あ
い
さ
つ

の
あ
と
、
１
７
４
７
人
の
75
歳
以
上
を
代
表

し
て
郡
山
会
場
が
宇
佐
見
正
俊
さ
ん
と
瀧

澤
ナ
ツ
ヨ
さ
ん
、
い
わ
き
会
場
が
渡
辺
泰
弘

さ
ん
と
古
田
清
子
さ
ん
に
敬
老
祝
金
を
贈

呈
。
続
い
て
、
結
婚
60
年
を
迎
え
ら
れ
た
ご

夫
婦
９
組
を
代
表
し
、
高
橋
圀
雄
さ
ん
・
シ

ゲ
子
さ
ん
ご
夫
妻
と
猪
狩
卓
治
さ
ん
・
マ
サ

子
さ
ん
ご
夫
妻
に
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
表
彰

が
、
ま
た
、
金
婚
を
迎
え
ら
れ
た
ご
夫
婦
48

組
を
代
表
し
、
渡
邉
光
祥
さ
ん
・
静
子
さ
ん

ご
夫
妻
と
佐
藤
一
成
さ
ん
・
靖
子
さ
ん
ご
夫

妻
に
福
島
民
報
社
・
福
島
県
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
会
長
表
彰
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

三
春
町
か
ら
郡
山
会
場
に
出
席
し
た
齋

藤
幸
子
さ
ん（
下
郡
山
）は「
同
じ
行
政
区
の

方
と
会
う
の
が
楽
し
み
。
で
き
る
こ
と
な

ら
み
ん
な
で
手
を
取
り
合
い
富
岡
に
帰
り

た
い
で
す
」と
、
ま
た
、
い
わ
き
市
に
住
む

林
徳
夫
さ
ん
・
正
子
さ
ん
ご
夫
妻（
中
央
）

は「
皆
さ
ん
に
お
祝
い
し
て
い
た
だ
き
嬉
し

い
。
知
り
あ
い
と
も
な
か
な
か
会
え
な
い

の
で
、
こ
う
い
う
場
を
設
け
て
い
た
だ
き

感
謝
し
ま
す
」と
語
ら
れ
、
会
場
内
に
は
笑

顔
の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
出
席
者
を
代
表
し
て
富
岡
町
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
の
渡
邉
喜
助
さ
ん
が

「
皆
さ
ま
の
温
か
い
言
葉
に
明
日
へ
の
希
望
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
毎
日
を
元

気
に
過
ご
し
た
い
で
す
」と
感
謝
の
こ
と
ば
を

述
べ
、
来
年
の
再
会
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

　

敬
老
会
終
了
後
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で

は
、
い
わ
き
市
出
身
の
歌
手
、
紅
晴
美
さ

ん
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
、
出
席
者
の

皆
さ
ん
は
、
紅
さ
ん
の
艶
や
か
な
歌
声
に

聴
き
入
り
な
が
ら
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご

し
て
い
ま
し
た
。

敬
老
会
の
開
催
に
よ
せ
て

富
岡
町
長　

宮
本 

皓
一

　

敬
老
会
の
開
催
に
あ
た
り
、
富
岡
町

民
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
ご
挨
拶
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

ま
ず
、
ご
不
便
ご
苦
労
を
お
か
け
し

て
お
り
ま
す
避
難
生
活
の
中
、
ご
出
席

い
た
だ
き
ま
し
た
四
百
五
十
人
に
上
る

皆
様
一
人
ひ
と
り
の
元
気
な
姿
を
拝
見

し
、
大
変
う
れ
し
く
感
激
を
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
本
日
ご
出
席
の
皆
様
に

対
し
ま
し
て
、
日
々
の
健
康
と
敬
老
の

日
を
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
富
岡
町
敬
老
会
が
平
成

二
十
二
年
度
以
来
、
三
年
ぶ
り
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。
例
年
は
、
各
行
政
区

の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
る
開
催
で
あ
り

ま
し
た
が
、
県
内
外
に
多
く
の
皆
様
が

避
難
さ
れ
て
い
る
状
況
の
中
、
ご
本
人

ご
家
族
は
も
と
よ
り
、
各
行
政
区
長
様
、

自
治
会
長
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
で「
平

成
二
十
五
年
度
富
岡
町
敬
老
会
」が
開
催

で
き
ま
し
た
こ
と
に
、
心
よ
り
敬
意
と

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

わ
が
町
同
様
に
避
難
を
強
い
ら
れ
て
い

る
、
他
の
自
治
体
に
先
駆
け
て
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
が
、
こ
う
し
た
行
事
の
役
割

は
町
民
の
皆
様
と
町
と
の
、
さ
ら
に
は
町

民
相
互
の
繋
が
り
を
確
か
め
培
う
こ
と
で

あ
り
、皆
様
の
明
る
く
穏
や
か
な
表
情
に
、

温
情
と
力
強
い
富
岡
町
民
の
意
地
を
感
じ

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

と
り
わ
け
、
今
回
ご
参
集
い
た
だ
い

た
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
幾
多
の

苦
労
も
乗
り
越
え
て
来
ら
れ
た
人
生
の

先
輩
で
あ
り
、
現
代
の
社
会
を
築
き
上

げ
て
来
た
の
は
、
他
な
ら
な
い
皆
様
方

で
す
。
長
い
経
験
に
裏
打
ち
さ
れ
た
お

知
恵
や
助
言
、
ご
意
見
を
謙
虚
に
賜
り

た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご

指
導
、
そ
し
て
ご
理
解
と
ご
協
力
の
ほ

ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

私
た
ち
町
行
政
も「
ふ
る
さ
と
富
岡

町
」の
復
旧
・
復
興
に
向
け
て
着
実
に

歩
み
を
進
め
、
今
後
も
全
力
で
邁
進
し

て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

結
び
に
、
皆
様
が
健
康
に
留
意
さ
れ
、

日
々
を
元
気
に
お
過
ご
し
い
た
だ
き
ま

す
こ
と
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
、

私
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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あいさつを述べる宮本町長
（郡山会場）

郡山会場（迎賓館グランプラス）

いわき会場（パレスいわや）

来年も元気でお会いしましょう

（3）　広報とみおか

ダイヤモンド婚表彰 
　代表  髙橋　圀 雄さん
　　　　　  　シゲ子さん ご夫妻

ダイヤモンド婚表彰 
　代表  猪狩　卓  治さん
　　　  　　　マサ子さん ご夫妻

しあわせ金婚夫婦表彰 
　代表  渡邉　光 祥さん
　  　　　　　静 子さん ご夫妻

しあわせ金婚夫婦表彰 
　代表  佐藤　一 成さん
　   　　 　　 靖 子さん ご夫妻



＜富岡町役場 臨時職員登録のご案内＞＜富岡町役場 臨時職員登録のご案内＞
　町では必要に応じ、臨時職員登録者の中から各種補助員を雇用しておりますが、登録者が不足して
いるため再度ご案内いたします。

１．勤 務 先　富岡町役場郡山事務所（福島県郡山市大槻町字西ノ宮48－５）
２．申込方法及び受付期間
　　・申込方法：履歴書１部を提出してください（持参、郵送どちらも可）。
　　・受付期間：平成25年10月４日（金）～ 平成25年10月25日（金）
　　　　　　　　※履歴書には避難先住所、住民登録のある住所を記載してください。
　　　　　　　　※郵便提出の場合は、平成25年10月24日（木）消印のものに限ります。
　　・提 出 先：富岡町役場生活支援課（〒963－0201　福島県郡山市大槻町字西ノ宮48－５）
３．職務内容
　　　借上げ住宅業務、その他事務・電話応対等（勤務時間は町職員の勤務時間に準じます）
４．雇用期間　６ヵ月以内（ただし、必要と認めるときは更新可）
５．次のいずれかに該当する者は受験できません。
　　・日本国籍を持たない方。   ・成年被後見人又は被保佐人（準禁治産者を含む）。
　    ・禁固以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行を受けることがなくなるまでの者。
　　・富岡町職員等として懲戒免職の処分を受け、当該処分の日から２年を経過しない者。
　　・日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法又はその下に成立した政府を暴力で破壊する
　　　ことを主張する政党その他の団体を結成し、又はこれに加入した者。
６．問合わせ先：富岡町役場生活支援課住宅支援係 ☎0120－33－6466

常磐自動車道の除染状況を隣接行政区長が視察
　

今
年
度
内
の
再
開
通
を
め
ざ
し
除
染

と
復
旧
工
事
が
進
む
常
磐
自
動
車
道
の

富
岡
〜
広
野
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
間
で

８
月
７
日
、
同
自
動
車
道
の
隣
接
行
政

区
長
に
よ
る
視
察
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

除
染
作
業
が
開
始
さ
れ
た
昨
年
10
月

末
か
ら
、
隣
接
行
政
区
の
各
区
長
を
中

心
に
治
安
維
持
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し

て
お
り
、
今
回
の
視
察
で
は
除
染
に
よ
っ

て
出
た
汚
染
土
な
ど
を
置
く
仮
置
き
場

の
管
理
状
況
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
視
察
の
あ
と
意
見
交
換
会
が
行

わ
れ
、
坂
本
壽
昭
行
政
区
長
会
長
を
中
心

に
各
行
政
区
長
か
ら
住
民
を
代
表
し
て
の

意
見
や
要
望
等
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

広報とみおか　（4）

仮置き場の空間線量率を測定

復旧が進む常磐自動車道意見交換会

お知らせ
県
外
に
避
難
さ
れ
て
い
る
方
の

健
康
診
断
に
つ
い
て

　

避
難
さ
れ
て
い
る
都
道
府
県
内

の
医
療
機
関
で
、
16
歳
以
上
を
対

象
と
し
た
施
設
検
診
を
実
施
い
た

し
ま
す
。
委
託
先
の（
財
）日
本
予

防
医
学
協
会
か
ら
郵
送
に
て
書
類

を
９
月
に
送
付
い
た
し
ま
し
た
の

で
、
記
載
内
容
に
し
た
が
っ
て
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
県
外
に
避
難
さ
れ
て
い

る
方
で
、
書
類
が
お
手
元
に
届
い

て
い
な
い
方
は
、
問
合
わ
せ
先
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
検
診
申
込
み

11
月
30
日（
土
）必
着

※
申
込
み
期
限
を
過
ぎ
る
と
検
診

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
お
早
め
に
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

▼
検
診
受
診
期
間

　

12
月
末
日
ま
で

※
指
定
さ
れ
た
医
療
機
関
に
て
検

診
を
実
施
さ
れ
た
場
合
、
県
民

健
康
管
理
調
査
の
検
査
項
目

も
同
時
に
検
査
い
た
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

問 

住
民
課 

国
保
年
金
係

（
国
保
の
特
定
健
診
・
後
期
高

齢
者
の
健
診
）

　

健
康
福
祉
課 

健
康
づ
く
り
係

　
（
そ
れ
以
外
の
検
診
）

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を

希
望
す
る
65
歳
以
上
の
皆
さ
ま
へ

　

今
年
も
65
歳
以
上
の
方
と
、
60

歳
以
上
65
歳
未
満
で
重
い
障
が
い

の
あ
る
方
に
対
し
て
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
助
成
を
行
い

ま
す
。　
　

▼
期
間

平
成
25
年
10
月
１
日
〜

12
月
31
日　

▼
対
象
者  

①
富
岡
町
に
住
民
登
録
の
あ
る
、
接

種
日
当
日
で
満
65
歳
以
上
の
方
。

②
富
岡
町
に
住
民
登
録
の
あ
る
、

接
種
日
当
日
で
満
60
歳
以
上
65

歳
未
満
の
方
で
、
心
臓
・
腎
臓

も
し
く
は
呼
吸
器
の
機
能
ま
た

は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
免
疫
の
機
能
に
重
い
障
害

が
あ
り
、
日
常
生
活
が
極
度
に

制
限
さ
れ
る
方（
身
体
障
害
者

手
帳
１
級
を
お
持
ち
の
方
）。

▼
助
成
額

　

全
額
助
成（
自
己
負
担
な
し
）　

※
助
成
回
数
は
１
回
に
限
り
ま

す
。

▼
接
種
に
か
か
る
手
続
き

〈
県
内
に
お
住
ま
い
の
方
〉

　

接
種
を
ご
希
望
の
方
は
、
事
前

に
町
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、

予
診
票
、
接
種
済
証
を
送
付
い
た

し
ま
す
。

　

ま
た
、
郡
山
事
務
所
・
い
わ
き

支
所
・
三
春
出
張
所
・
大
玉
出
張

所
の
窓
口
で
も
交
付
い
た
し
ま
す

（
大
玉
仮
設
診
療
所
で
の
接
種
を
ご

希
望
の
方
は
、同
診
療
所
で
交
付
）。

〈
県
外
に
お
住
ま
い
の
方
〉

　

原
発
避
難
者
特
例
法
に
よ
り
、

避
難
先
市
町
村
に
住
ま
わ
れ
て
い

る
住
民
の
方
と
同
じ
よ
う
に
接
種

が
で
き
ま
す
の
で
、
避
難
先
市
町

村
の
予
防
接
種
担
当
ま
で
お
問
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
市
町
村
に
よ
っ
て
助
成

額
が
異
な
り
、
自
己
負
担
金
が
生

じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
自
己
負

担
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
富
岡
町

よ
り
還
付
い
た
し
ま
す
の
で
、
健

康
づ
く
り
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

問 

健
康
福
祉
課 

健
康
づ
く
り
係

    

☎
０
１
２
０-

３
３-

６
４
６
６

　

県
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

県
で
は
、
10
月
を「
不
正
軽
油

撲
滅
強
化
月
間
」と
定
め
、
関
係

団
体
と
協
力
し
て
、
不
正
軽
油
の

排
除
に
取
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

軽
油
に
課
せ
ら
れ
る
県
税
で
あ

る
軽
油
取
引
税（
32.1
円
／
L
）を
脱

税
す
る
目
的
で
、
軽
油
に
灯
油
や

重
油
を
混
ぜ
る
な
ど
し
て
製
造
さ

れ
る
燃
料
、
い
わ
ゆ
る「
不
正
軽

油
」が
正
常
な
軽
油
と
偽
っ
て
販

売
、
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
不
正
軽
油
は
、
悪
質
な
脱

税
行
為
で
あ
り
、
環
境
汚
染
や
エ

ン
ジ
ン
故
障
の
原
因
、
公
正
な
市

場
競
争
の
阻
害
、
更
に
は
暴
力
団

等
の
資
金
源
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
「
不
正
軽
油
を
作
ら
な
い
・
売

ら
な
い
・
買
わ
な
い
・
使
わ
な
い
」

　

不
正
軽
油
の
防
止
・
撲
滅
に
は
、

県
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
と
情
報

提
供
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

不
正
軽
油
の
情
報
提
供
に
つ
き

ま
し
て
は
、
相
双
地
方
振
興
局
県

税
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問 

相
双
地
方
振
興
局
県
税
部
課
税
課

    

☎
０
２
４
４-
２
６-

１
１
２
７

　

 

FAX
０
２
４
４-
２
６-
１
１
２
８

住
宅
の
二
重
ロ
ー
ン
で

お
困
り
の
方
へ

　

福
島
県
で
は
、
東
日
本
大
震
災

で
住
宅
に
損
害
を
受
け
た
方
の
生

活
再
建
を
支
援
す
る
た
め
、
住
宅

の
二
重
ロ
ー
ン
に
対
す
る
利
子
補

給
を
行
い
ま
す
。

　

被
災
程
度
、
債
務
残
高
や
借
入

額
等
、
補
給
を
受
け
る
た
め
に
は

条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
サ
イ
ト

で「
福
島
県
二
重
ロ
ー
ン
」と
検
索

す
る
か
、
県
建
築
指
導
課
に
お
問

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

県
建
築
指
導
課

    

☎
０
２
４-

５
２
１-

８
１
８
４
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一時立入りに伴う子どもの一時預かり

お知らせ
「
帰
還
困
難
区
域
」へ
の
立
入
り

（
通
過
を
含
む
）に
つ
い
て

　

避
難
指
示
区
域
見
直
し
後
の

「
帰
還
困
難
区
域
」へ
の
立
入
り

（
通
過
を
含
む
）に
つ
い
て
、
改

め
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

▼
注
意
点

①
申
請
内
容
の
確
認
、
通
行
証
の

発
行
及
び
郵
送
期
間
等
を
考
慮

し
、
立
入
り
予
定
日
の　

日
前

ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

②
町
内
へ
の
立
入
り
時
間
は
、

午
前
９
時
か
ら
午
後
３
時
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

③
避
難
指
示
区
域
の
見
直
し
に

伴
い
、
町
が
各
世
帯
に
交
付

し
た「
立
入
り
証
」（
青
色
の
ラ

ミ
ネ
ー
ト
加
工
さ
れ
た
も
の
）

で
は
、「
帰
還
困
難
区
域
」へ
立

入
り
を
行
う
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

④
自
然
災
害
の
発
生
や
気
候
状

況
の
急
激
な
悪
化
が
見
込
ま

れ
る
場
合
は
、
立
入
り
の
遠

慮
を
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

⑤
申
請
の
な
い「
帰
還
困
難
区
域
」へ

の
立
入
り
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

▼
申
請
等
の
方
法

⑴
一
時
帰
宅
専
用
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
へ
の
申
請

○
自
宅
が「
帰
還
困
難
区
域
」に

あ
る
方
に
つ
い
て
は
、
国
が

委
託
す
る
一
時
帰
宅
専
用
の

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
電
話
で

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

○
受
付
の
際
に
、
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
か
ら
送
付
さ
れ
る
案
内
用

紙
の
右
下
に
記
載
さ
れ
て
い
る

問
合
わ
せ
番
号（「
０
５
０
」で

始
ま
る
７
桁
の
番
号
）を
伝
え

て
頂
く
と
、
受
付
を
ス
ム
ー
ズ

に
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

⑵
町
担
当
へ
の
申
請

　

次
に
該
当
す
る
場
合
は
、
町
担

当
ま
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

①
町
内
外
の「
帰
還
困
難
区
域
」

を
通
過
し
て
、
町
内
の「
避
難

指
示
解
除
準
備
区
域
」又
は

「
居
住
制
限
区
域
」へ
の
立
入

り
を
行
う
場
合
。

（
例
：
自
宅
が「
居
住
制
限
区
域
」

で
あ
り
、
南
相
馬
市
へ
避
難

し
て
い
る
。）

※「
帰
還
困
難
区
域
」内
は
、
通

行
で
き
る
道
路
及
び
時
間
が

限
ら
れ
て
い
ま
す
。

②
自
宅
が
町
内
の「
避
難
指
示
解

除
準
備
区
域
」又
は「
居
住
制

限
区
域
」で
あ
る
が
、
町
内
の

「
帰
還
困
難
区
域
」に
あ
る
実

家
へ
一
時
帰
宅
す
る
場
合
。

③
通
勤
、
通
院
、
催
事（
冠
婚
葬

祭
等
）の
た
め
に
、
町
内
外
の

「
帰
還
困
難
区
域
」を
通
過
す
る

場
合（
特
別
通
過
交
通
制
度
）。

（
例
：
い
わ
き
市
へ
避
難
し
て
い

る
が
、
南
相
馬
市
の
会
社
へ

通
勤
し
て
い
る
。）

※「
帰
還
困
難
区
域
」内
は
、
通

行
で
き
る
道
路
及
び
時
間
が

限
ら
れ
て
い
ま
す
。

※
雇
用
証
明
書
、
通
院
証
明
書
等

の
裏
付
け
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
対
象
と
な
る
事
項
が
限
定
さ

れ
ま
す
の
で
、
申
請
す
れ
ば

通
過
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

⑶
他
町
へ
の
相
談

　

自
宅
が
町
内
の「
避
難
指
示
解

除
準
備
区
域
」又
は「
居
住
制

限
区
域
」で
あ
り
、他
町
の「
帰

還
困
難
区
域
」に
あ
る
実
家

等
へ
立
入
り
を
行
う
場
合
は
、

次
に
よ
り
立
入
り
先
の
自
治

体
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
他
町
の「
避
難
指
示
解

除
準
備
区
域
」又
は「
居
住
制
限

区
域
」に
立
入
り
を
す
る
場
合

に
つ
い
て
も
、
立
入
り
先
の
自

治
体
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問 

生
活
支
援
課

お詫びと訂正
　広報とみおか９月号（No.611）５ページ、被災証明書
の記事に誤りがありましたので、お詫びして訂正いたし
ます。
　　●郵送先　 誤：郡山市大槻町字西ノ宮48-1
　　　　　　 　正：郡山市大槻町字西ノ宮48-5

　保護者の方が富岡町内に入る際、いわき市内の施設でお子さまの一時預かりを実施しております。利用する際に
は予約が必要となりますので、立入り日が決まりましたら利用希望日の1週間前までにお申込みください。

【楢葉町子育て支援センター（あおぞらこども園中央台仮設園舎内）】
住　所：いわき市中央台飯野５－６－１　☎0246－38－3082
対象児童：1歳～小学4年生　 　利用時間：午前9時～午後5時まで　
　①１歳～就学前児童　月～土曜日　　②就学児童　土曜日のみ（長期休暇中は火・木・土曜日）
申込方法：初回は利用登録申請（年度毎に更新）が必要となります。
　①１歳～就学前児童…初回利用の際、富岡町とみたさくら保育施設へ利用登録申請のうえ、 楢葉町子育て支援セ
　　ンターに電話で利用申込みを行ってください。
　　富岡町とみたさくら保育施設　　住　所：郡山市富田町字若宮前32　　☎0249－35－1522
　②就学児童…初回利用の際、富岡町こおりやま児童クラブへ利用登録申請のうえ、楢葉町子育て支援センターに
　　電話で利用申込みを行ってください。
　　富岡町こおりやま児童クラブ　住　所：郡山市南１丁目94　☎0249－46－7585　　 　 問 健康福祉課 福祉係

自治体名 担当部署 電話番号

大熊町 環 境 対 策 課 0120-26-3844

双葉町 住 民 生 活 課 0246-84-5204

浪江町 復興再生事務所 0240-34-2111
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お知らせ

　　　　明日へつなぐ船　　　　明日へつなぐ船

　福島第一原子力発電所事故発生から2年半になります。あれから様々な活動が行われてきましたが、
これから地域づくりの主役を担っていく子どもたちは、どちらかというと故郷への想いを口にする
機会が制限されてきてしまったのではないでしょうか。
　将来の地域づくりを担う子どもたちが、茨城から北海道に向けて出港するフェリーの船上で、ふ
るさと福島への想いを語り合うことで、記憶を風化させずにこれから自分たちは何ができるのか、
何をすべきなのかをともに考えるきっかけをつくります。
　ふるさと福島の未来について、一緒に考えてみませんか?　ご参加をお待ちしています。

▼日 　 　 程　平成25年12月25日(水) ～12月28日(土)までの３泊４日 （船上での２泊含む）

▼内 　 　 容　大洗港～苫小牧港のフェリーの往復と北海道滞在を通しての交流会・研修会
　　　　　　　 （当日の詳細な内容は福島から茨城に避難されている方や茨城県民と企画中です。）

▼対 　 　 象　震災時、浜通り在住の現在中学生、小５・６年生

▼参 加 費　10,000円

▼募 集 人 数　20名（応募多数の場合、書類選考）引率者は６名を予定

▼主 　 催　明日へつなぐ船　実行委員会　
　　　　　　    （参画団体:積小為大の会、茨城NPOセンター・コモンズ等により構成）

▼申 込 期 間　10月10日(木) ～11月20日(水)
　　　　　　    参加希望者に応募用紙を郵送

▼集 合 場 所　大洗港
　　　　　　    〈集合〉12月25日(水)17：30予定　　〈解散〉12月28日（土）15：00予定
                      ※集合・解散場所の大洗港までの交通費に関しては各自ご負担願います。▲

申込み・お問合わせ　明日へつなぐ船実行委員会事務局
　　　　　　　 （特定非営利活動法人 茨城NPOセンター・コモンズ内）　担当： 天井（あまい）まで
　　　　　　　 〒310-0022　茨城県水戸市梅香二丁目1番39号 茨城県労働福祉会館2階　　　　　　
　　　  　　　   ☎029-300-4321　　FAX：029-300-4320　　eメール：info@npocommons.org

相双地域ポータルWebサイト
「相双ビューロー」のリニューアルについて

第12回双葉地方広域消防職員意見発表会の
開催について

　相双・双葉地方の地域ポータルWebサイト「相
双ビューロー」が平成25年8月28日よりリニュー
アルされましたのでお知らせいたします。

・すっきりとした見やすいスリーレイアウト
を採用。

・「このひと」「SOSO Kids！」で、相双の元気
を発信。

・道路の開通や旅館など観光情報を充実。
　また、相双ビューローでは皆さまからの相
馬・双葉のイベント情報をお待ちしており
ます。

　　 　問 NPO法人うつくしまVST相双支部
　　　　　　　 　　　  田中　☎0244‒26‒3160
　　　 メールアドレス　sosojoho@yumesoso.jp

　第12回双葉広域消防職員意見発表会を開催し
ます。「守れ尊い命」消防活動現場から若き消防
隊員の「生」の声をお聞きください。
　日　時　平成25年11月13日（水）　　
　　　　　  午後１時30分～午後３時
　場　所　川内村コミュニティーセンター　
　　　　　  大ホール　
　発表者　消防職員　５名
　主　催　双葉地方広域市町村圏組合消防本部
　その他　入場は無料です。
※来場される方は、予め下記問合わせ先へ人数
等の連絡をお願いいたします。

　　　問 双葉地方広域市町村圏組合消防本部
　　　　　　　　　　 総務課　☎0240‒25‒8523
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         弁天山ハイキング＆芋煮会のお誘い

お知らせ
問い合わせ先

○富岡町役場郡山事務所
○富岡町議会事務局
　〒963-0201
　福島県郡山市大槻町字西ノ宮48-5
　FAX 024-961-3441
○富岡町教育委員会
　〒963-8025　
　福島県郡山市桑野2丁目1-1
　FAX 024-953-6304
○楢葉分室（復旧課）
〒979-0515　
　福島県双葉郡楢葉町大字上小塙字小山6-2
　FAX 024-25-8254
○富岡町役場いわき支所
　〒970-8026　
　福島県いわき市平字梅本15
　福島県いわき合同庁舎南分庁舎２階
　FAX 0246-88-1975
○富岡町役場三春出張所
　〒963-7719　
　福島県田村郡三春町貝山字泉沢100-1
　FAX 0247-62-0901
○富岡町役場大玉出張所
　〒969-1302　
　福島県安達郡大玉村玉井字台45-1
　FAX 0243-48-1147
※上記への連絡はコールセンター
　 ☎0120-33-6466まで 

○富岡町役場連絡所（下郡山集会所）
　〒979-1132
　 福島県双葉郡富岡町下郡山字真壁327-1
　☎080-5743-5409・
　   080-5743-5410
　FAX0240-25-8804
・大玉仮設診療所
　〒969-1302  
　福島県安達郡大玉村字横堀平158-10
　 ☎　0243-48-4710  
　FAX 0243-48-4710
○財団法人富岡町体育協会
　〒963-8025　
　福島県郡山市桑野2丁目1-1
　 ☎　024-983-8570
　FAX 024-953-6304
○ＮＰＯ法人さくらスポーツクラブ
　〒963-8025　
　福島県郡山市桑野2丁目1-1
　 ☎　024-983-5299　
　FAX 024-983-5299
○富岡町社会福祉協議会
　〒963-8041　
　福島県郡山市富田町字若宮前32
　高齢者等サポート拠点施設内
　 ☎　024-935-3345  
　FAX 024-935-3346
○おだがいさまセンター
　〒963-8041　
　福島県郡山市富田町字若宮前32
　高齢者等サポート拠点施設内
　 ☎　024-935-3332  
　FAX 024-935-3334

ふたばワールド2013

         弁天山ハイキング＆芋煮会のお誘い

～一緒に創ろう…ふたばの明日!! ～
　双葉郡８町村による交流イベント「ふたばワールド2013」を広野町で開
催します!!双葉郡の皆さん一同に会する貴重な機会ですので、ご家族・
ご近所お誘い合わせのうえご来場ください。皆さまのご来場をお待ちし
ております。

　日　時　平成25年10月19日（土）　10時～15時
　場　所　広野町総合グラウンド（双葉郡広野町中央台１丁目５番地）
　概　要　・ふたばの“大鍋”復活プロジェクト（大鍋すいとん汁・無料）
　　　　　・ステージパフォーマンス「ふたば伝承隊」（伝統芸能等のステージ）
　　　　　・まるごとふたば体験工房（来場者体験企画）
　　　　　・ ふたば地方なう。（復旧・復興に関する展示・PR・住民の交流の場）
　　 　　   ・来場者送迎バスツアー「ふたばへGo！」
　　　　　　                                    （県内各地から発着する送迎バス）
　　　　　　　　 問合わせ先　「ふたばワールド2013」実行委員会事務局
　　　　　　　　　　　　　　                                  ☎0245-21-8023    

　お弁当を持ってハイキングに出かけませんか？弁天山は標高 300 ｍ
ほどの山ですが、豊かな自然が残り紅葉も美しく、小峰公園は野草の
観察ができる楽しいハイキングコースです。　    

　日 　 時　2013年10月25日（金）（15時現地解散となります）
　場 　 所　弁天山　（東京都あきる野市）
　主 　 催　NPO法人HAT-J 東北応援プロジェクト
　集合場所　Ａ．JR新宿駅西口交番前　７時30分
　　　　　　 （新宿駅から武蔵増戸駅までの JR切符は各自ご用意ください。片道 690 円）
　　　　　　 Ｂ．JR五日市線・武蔵増戸駅　９時 30 分
　 参加対象者    震災・原発事故のため首都圏等に避難している大人の方
　定　　員   50 名
　参 加 費   無料
　行　　程  〔Ａ.新宿→（JR在来線１時間15分）〕→A.B.武蔵増戸駅（歩き始め）
　　　　　　　 →弁天山→城山をハイキング（約２時間30分）→秋川橋河川公園
　持 ち 物  自分用のおにぎり、飲み物、ハイキングできる動きやすい
　　　　　　  服装、運動靴、雨具、防寒具、帽子、リュック、その他
　　　　　　  自分で必要と思うもの
　  申込み締め切り  10月11日　※定員になり次第締め切り（先着順）
　  当日緊急連絡先 　HAT-J　今田　☎090‒2140‒3226
　申込み先　NPO法人日本ヒマラヤン・アドベンチャー・トラスト（HAT-J）まで
　　　　　　 〒102-0072　東京都千代田区飯田橋３‒７‒４　陽和ビル301
　　　　　　   ☎ 03‒3237‒6733（受付時間：平日午後１時～午後６時）

広報とみおか　（8）（9）　広報とみおか

診療科目：内科・外科・歯科
診療場所：大玉仮設診療所
　　　　　大玉村玉井字横堀平158-10
受付時間：午前８時30分～11時30分
　　　　　午後１時～４時

か
っ
た
夏
も
過
ぎ
、
実
り
の
秋
を
迎
え

ま
し
た
。
大
根
、
里
芋
、
白
菜
、
長
ネ

ギ
、奥
方
に
と
っ
て
は
サ
ツ
マ
イ
モ
、栗
。
続
々

と
お
い
し
い
野
菜
、
果
物
が
登
場
し
ま
す
。

　
「
ほ
う
れ
ん
草
、
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
｜
」誰

か
さ
ん
か
ら
声
が
聞
こ
え
ま
し
た
。
ほ
う
れ
ん

草
は
栄
養
豊
富
な
食
材
で
す
が
蓚し

ゅ
う
さ
ん酸
も
多
く
含

ん
で
お
り
、
食
べ
る
と
ザ
ラ
ザ
ラ
と
し
た
も
の

が
歯
に
付
着
し
、
嫌
が
ら
れ
る
事
も
多
い
食
材

で
す
。
蓚
酸
は
カ
ル
シ
ウ
ム
と
結
合
し
易
く
、

歯
の
カ
ル
シ
ウ
ム
と
反
応
し
歯
に
蓚
酸
カ
ル
シ

ウ
ム
を
形
成
し
て
、
咀そ

し
ゃ
く嚼
時
に
違
和
感
が
出
現

し
ま
す
。
ま
た
、
困
っ
た
こ
と
に
蓚
酸
は
単
独

で
吸
収
さ
れ
る
と
、
カ
ル
シ
ウ
ム
の
多
い
腎
臓

で
蓚
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
が
出
来
、
腎
結
石
の
原
因

に
な
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
カ

ル
シ
ウ
ム
の
多
い
鰹
節
や
小
魚
、
牛
乳
等
の
食

材
と
一
緒
に
食
べ
る
と
蓚
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
に
変

化
し
、
歯
に
付
か
ず
、
ま
た
蓚
酸
カ
ル
シ
ウ
ム

は
吸
収
さ
れ
ず
腎
結
石
に
も
な
ら
な
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
ほ
う
れ
ん
草
の
お
ひ
た
し
と
酢
漬

け
に
し
た
菊
の
花
に
た
っ
ぷ
り
と
鰹
節
を
か
け

た
も
の
は
絶
品
で
す
。

　

秋
の
食
べ
物
の
話
は

尽
き
ま
せ
ん
。
そ
ろ
そ

ろ
本
題
に
入
り
ま
す
。

前
回
、
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
話
を

し
ま
し
た
が
、
今
回
も

体
を
動
か
す
話
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
ユ
チ
ュ

ナ
リ
ス
の
言
葉「
健
全
な

る
精
神
は
健
全
な
身
体
に
宿
る
」運
動
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
健
康
な
体
作
り
、
そ
し
て
澄
み

切
っ
た
精
神
が
そ
の
体
に
備
わ
る
、
全
く
的
を

射
て
い
る
言
葉
で
す
。

　

平
成
23
年
３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
、
そ

れ
に
引
き
続
い
て
起
き
た
大
津
波
、
そ
の
精
神

的
動
揺
も
収
ま
ら
ぬ
翌
日
か
ら
始
ま
っ
た
避
難

生
活
は
、
避
難
指
示
解
除
準
備
区
域
・
居
住
制

限
区
域
・
帰
還
困
難
区
域
の
３
区
域
に
再
編
さ

れ
た
現
在
も
な
お
、
い
つ
終
わ
る
と
の
保
証
も

な
い
ま
ま
、
ま
だ
続
い
て
い
ま
す
。

　

長
期
間
に
及
ぶ
避
難
生
活
で
は
健
全
な
精
神
を

持
つ
ゆ
と
り
が
無
い
の
が
現
状
で
す
。「
落
ち
着

い
た
の
か
、
諦
め
た
の
か
、
具
合
が
悪
い
の
か
、

避
難
当
初
は
携
帯
電
話
等
で
連
絡
を
取
り
合
っ

て
い
た
隣
人
、
知
人
と
の
連
絡
が
ほ
と
ん
ど
無
く

な
っ
た
。
連
絡
を
し
た
い
が
、
状
況
が
分
か
ら
な

い
相
手
の
こ
と
を
考
え
る
と
返
っ
て
迷
惑
を
か
け

る
結
果
に
な
る
の
で
は
と
、
連
絡
で
き
な
い
。」と

の
話
を
最
近
、
耳
に
し
ま
し
た
。
話
を
し
て
い

た
そ
の
人
に
対
し
て
も
相
手
の
方
々
も
同
じ
思
い

で
、
連
絡
し
て
い
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

２
年
半
の
避
難
生
活
は
避
難
者
に
対
し
精
神
的
に

大
き
な
負
担
を
か
け
て
い
ま
す
。
精
神
的
に
委
縮

し
て
し
ま
う
様
な
毎
日
で
す
。

　
「
運
動
し
て
い
る
ゆ
と
り
は
無
い
」と
言
わ

れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
ん
な

時
こ
そ
朝
の
早
起
き
、
散
歩
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ラ

ジ
オ
体
操
を
是
非
勧
め
ま
す
。
精
神
的
な
負

担
も
生
活
習
慣
病
を
引
き
起
こ
し
、
悪
化
さ

せ
ま
す
。
わ
ず
か
な
運
動
か
ら
始
め
て
も
結

構
で
す
、
運
動
の
習
慣
を
付
け
る
こ
と
を
心

掛
け
て
下
さ
い
。

　

人
間
の
精
神
活
動
上
、
他
人
と
の
会
話
は

個
々
人
の
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
る
た
め
に

重
要
な
働
き
を
持
ち
ま
す
。
避
難
生
活
が
長

く
な
り
、
お
互
い
の
意
思
疎
通
が
悪
く
な
っ

て
い
る
今
、
自
分
自
身
の
生
活
の
み
に
閉
じ

籠
も
ら
ず
、
連
絡
を
取
り
合
っ
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
「
ほ
う
れ
ん
そ
う
」は
会
社
や
集
団
の
運
営

に「
報
告
」「
連
絡
」「
相
談
」が
不
可
欠
で
あ
る

こ
と
を
意
味
す
る
言
葉
で
す
。
私
は
今
ま
で

こ
の
言
葉
は
、
口
う
る
さ
い
社
長
が
ふ
ん
ぞ

り
返
っ
て
頻
繁
に
口
に
す
る「
親
父
ギ
ャ
グ
」

の
よ
う
で
大
嫌
い
で
し
た
。
し
か
し
、
避
難

生
活
の
中
の
、
孤
立
し
な
い
ス
ト
レ
ス
を
溜

め
な
い
生
活
環
境
を
作
る
為
に「
ほ
う
れ
ん

そ
う
」を
活
用
し
て
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。

暑

私たちのお医者さん

第７回　「ほうれんそう」
　　　　堀川　章仁 医師（夜ノ森中央医院）

こんにちは。
大玉仮設診療所です！

曜　日 診療科目 担当医師 備　考

月 内科・外科 佐藤正憲 午後３時まで

火 歯　　科 新妻　学

水 歯　　科 新妻　学

木 内科・外科 井坂　晶

金 内　　科 堀川章仁

問  0243-48-4710

診療日
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彦根市の魅力を満喫富岡町の
小・中学生が、

広報とみおか　（16）

　

富
岡
町
の
小
・
中
学
生
と
そ
の
保
護
者
ら
33
家

族
111
人
が
、
８
月
20
日
か
ら
２
泊
３
日
の
日
程
で

滋
賀
県
彦
根
市
を
訪
れ
、
充
実
し
た
夏
の
思
い
出

を
つ
く
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
訪
問
は
、
震
災
直
後
か
ら
延
べ
40
人
の

職
員
を
派
遣
す
る
な
ど
本
町
の
復
興
支
援
に
従
事

し
て
い
た
だ
い
た
彦
根
市
よ
り
、
長
引
く
避
難
生

活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
と
そ
の

家
族
を
招
き
、
同
市
の
自
然
や
文
化
・
歴
史
に
ふ

れ
、
心
身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
ほ
し
い
と

企
画
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
大
久
保
貴
市
長
が

「
富
岡
町
の
未
来
を
担
う
小
・
中
学
生
と
そ
の

ご
家
族
に
、
彦
根
の
自
然
を
心
ゆ
く
ま
で
堪
能

し
、
明
日
へ
の
糧
を
培
っ
て
頂
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
３
日
間
の
活
動
で
富
岡
町
の
皆
さ
ま
と

彦
根
市
民
が
心
を
通
わ
せ
、
絆
を
一
層
深
め
て

い
け
る
こ
と
を
願
っ
て
止
み
ま
せ
ん
」と
あ
い

さ
つ
さ
れ
、
彦
根
古
城
太
鼓
の
メ
ン
バ
ー
が
力

強
い
演
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
親
子
は
、
彦
根
市
若
葉
小
学
校
の

６
年
生
と
一
緒
に
宇
曽
川
で
リ
バ
ー
ボ
ー
ト
を

楽
し
ん
だ
り
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
や
彦
根

城
を
見
学
す
る
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
体
験
を
通

じ
て
地
元
市
民
と
の
交
流
を
は
か
り
ま
し
た
。

　

震
災
後
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
自
然
の
中
で

十
分
身
体
を
動
か
す
こ
と
が
で
き
ず
に
い
た
子

ど
も
た
ち
で
し
た
が
、「
彦
根
市
の
自
然
の
中

で
思
い
っ
き
り
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
て
嬉
し

か
っ
た
で
す
」「
楽
し
い
夏
休
み
の
思
い
出
が

で
き
、
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
」な
ど
、
今

回
の
訪
問
で
彦
根
市
の
魅
力
を
満
喫
し
た
３

日
間
と
な
り
ま
し
た
。

和太鼓グループによる古城太鼓の演奏

宇曽川でリバーボートを体験

彦根伝承の盤上ゲーム「カロム」に挑戦
「ひこにゃん」も駆け付けてくれました

全国中学校体育大会 男女団体３連覇

　

８
月
17
日
か
ら
静
岡
県
富
士
宮

市
で
行
わ
れ
た
第
42
回
全
国
中
学

校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
に
お
い

て
、
避
難
に
よ
り
猪
苗
代
中
学
校

を
活
動
拠
点
と
し
て
い
る
富
岡
第

一
中
学
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
が
、

３
年
連
続
と
な
る
男
女
揃
っ
て
の

団
体
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た（
震

災
前
か
ら
数
え
男
子
が
４
連
覇
、

女
子
は
３
年
連
続
４
回
目
）。

　

９
月
11
日
に
富
岡
町
役
場
郡
山

事
務
所
で
行
わ
れ
た
優
勝
報
告
会

に
は
、
富
岡
一
中
の
吉
田
隆
見
校

長
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
の
齋
藤
亘

監
督
と
、
選
手
４
人
が
出
席
。
宮

本
町
長
が「
厳
し
い
環
境
の
中
で

本
当
に
よ
く
頑
張
り
、
富
岡
町
の

名
を
全
国
に
発
信
し
て
い
た
だ
い

た
」と
あ
い
さ
つ
し
、
吉
田
校
長

が「
選
手
た
ち
が
全
国
で
活
躍
で

き
る
の
も
、
富
岡
町
や
町
民
の
皆

さ
ま
か
ら
の
ご
支
援
が
あ
れ
ば
こ

そ
」と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
個
人
戦
で
も
本
田

大
樹
選
手
と
筑
後
恵
太
選
手
が
男

子
ダ
ブ
ル
ス
優
勝
、
仁
平
菜
月
選

手
が
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
で
優
勝
す

る
な
ど
、
団
体
戦
と
合
わ
せ
４
冠

を
獲
得
。
齋
藤
監
督
は「
避
難
生

活
の
中
、
選
手
た
ち
は
お
互
い
支

え
合
い
な
が
ら
生
活
し
て
い
る
。

先
輩
か
ら
受
け
継
い
で
き
た
優
勝

を
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
と
感
じ
ず
、
伝

統
と
し
て
受
け
止
め
て
く
れ
た
こ

と
を
嬉
し
く
思
う
」と
選
手
を
讃

え
、
山
澤
選
手
と
仁
平
選
手
が
大

会
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
今
後

の
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
の
成
績
は
次
の
と
お
り

で
す（
敬
称
略
）

・
男
子
ダ
ブ
ル
ス 

第
３
位

　

久
場
圭
祐
・
佐
藤
雄
輝

　

金
子
真
大
・
久
保
田
友
之
祐

・
男
子
シ
ン
グ
ル
ス 

第
３
位

　

山
澤
直
貴

・
女
子
ダ
ブ
ル
ス 

第
３
位

　

由
良
な
ぎ
さ
・
永
井
瀬
雰

（17）　広報とみおか

富岡と猪苗代、ふたつの名前を
ひとつの大きな力に

富岡第一中学校
バドミントン部

前列、宮本町長を挟み左から吾妻咲弥選手、女子主将・
仁平菜月選手、男子主将・山澤直貴選手、佐藤雄輝選手
後列、吉田隆見校長（右）と齋藤亘監督

男子主将 
山澤  直貴 選手
　大会では、チーム
一丸となった戦いで
優勝することができ
ました。この成績に
満足することなく、
これからも頑張って
いきたいです。

　富岡町の皆さんの
応援が私たちの背
中を押してくれまし
た。これからも皆さ
んに元気と勇気をお
届けできるよう、練
習に励みたいです。

女子主将 
仁平  菜月 選手　
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光の国から子どもたちのために　円谷プロがスクールバスを寄贈

スポーツで地域住民と交流　地区別グラウンド・ゴルフ大会

待ちに待ったバスの前でポーズをとる児童たち

　県内の小中学校で２学期の始業式が行われた８
月26日、富岡幼稚園・小中学校三春校にウルトラ
マンバスが納車され、スクールバスとして運用を
始めました。
　今回の寄贈は、円谷プロダクション「ウルトラ
マン基金」被災地支援の一環によるもので、納車
式では同基金の城戸正一事務局長が「ウルトラマ

　NPO法人さくらスポーツクラブ主催による地区
別グラウンド・ゴルフ大会が、８月20日から県内
各会場で行われました。
　富岡町では震災前からグラウンド・ゴルフが盛
んで、現在も多くの愛好者が避難先でプレーを楽
しんでおり、今回は日頃お世話になっている地元
の皆さんも交えての開催となりました。
　大会はいわき市２会場のほか、郡山市、大玉村、
三春町で行われ、県内外から参加した富岡町民と

車体の左右に描かれた11人のウルトラヒーロー

ンは福島県が育てたヒーローです。これからも勉
強と遊びに励み、皆さんの希望と笑顔をバスに乗
せてください」とあいさつ。子どもたちは、車体に
描かれた憧れのウルトラ兄弟に目を輝かせながら
笑顔でバスに乗り込んでいました。

気の合った仲間とのプレーは最高ですね

地元愛好者の皆さんがプレーを通し交流を図りまし
た。
　いわき会場に参加した地元の愛好者は「避難生活
は大変だと思うが、健康のためにも愛好者同士、こ
れからも一緒に仲良くプレーして交流していきた
い」と語られ、富岡町のグラウンド・ゴルファーに
エールを送りました。

交流を深めた参加者の皆さん（いわき会場で）

（19）　広報とみおか

小林亨輔君（東京都府中六中１年）リトルリーグで世界制覇

富岡町スポーツ大会出場選手等激励金交付式

JAPANのユニフォームに身を包む亨輔君（左）
と、「これからも多くの皆さんから愛される選手
になってほしいです」と喜びを語る父の匡さん

大舞台での活躍を誓ったドリーム富岡（後列左から３人）と
富岡高校バドミントン部の皆さん

「小学生最後の大会を頑張ります」と抱負を
語った齋藤 昴君と母の美和子さん

　野球のリトルリーグ・ワールドシリーズが８月25
日、アメリカペンシルバニア州で行われ、本町から
東京都府中市に避難中の小林亨輔君（新町）が所属す
る日本代表の武蔵府中リトルリーグが優勝し、世界
チャンピオンに輝きました。
　震災前から野球が好きだった小林君は、避難後強
豪の同リトルリーグに加入。初めの頃は練習に付い
ていけず悔しい思いをしたものの、ランニングや素
振りなどひたむきな練習を続け、レギュラーの座を
つかみ取りました。
　大会決勝戦では外野手で先発出場し、５回からリ
リーフとしてマウンドへ。相手打線を抑え見事勝ち
投手となった小林君は「世界一になることができ、と
ても嬉しいです。ワールドシリーズのマウンドに立
てたことは一生忘れられない思い出で、次の目標は
中学、高校での全国制覇です」と、優勝の喜びとこれ
からの抱負を語ってくれました。

　富岡町スポーツ大会出場選手等激励金の交付式
が富岡町役場郡山事務所で行われ、選手の皆さん
に宮本町長から激励金が手渡されました。
　団体名と選手名は次のとおりです（敬称略）。

・ドリーム富岡ソフトバレーチーム
　　高橋美智子　 佐藤まゆみ　 荒　よし子
　　八巻枝美子　 高橋　弥生　 遠藤亜矢子
　　久保井良子　 野崎タイ子　 小林　幸枝

 ・富岡高校バドミントン部
　　保木　拓朗　 小林　優吾　 古賀　 穂
　　西 　 豊　 小林　大吾　 三橋　健也
　　渡辺　勇太　 光島　理貴　 大堀　 彩
　　濱北　もも　 東野　有紗　 川上紗恵奈
　　仁平　明花

・会津ジュニアバドミントンクラブ
　　齋藤　 昴（会津若松市立門田小学校６年）
　　　　　　　※震災により会津若松市に避難
　また、交付式のあと８月のインターハイで男子団体
優勝、女子団体準優勝を果たした富岡高校バドミント
ン部の成績報告会が行われ、同部の本多裕樹顧問が宮
本町長に大会の結果を報告し、西豊さん（２年）と大堀
彩さん（２年）が試合の様子や今後に向けての抱負を語
りました。

ぴっ すとぴっく す



一時帰宅者の熱中症対策に
　　ミネラルウォーターを寄贈
　　　　　　郡山西ロータリークラブ

　郡山市の郡山西ロータリークラブの伊
東正司会長らが、８月19日に富岡町役場
郡山事務所を訪れ、500ml入りのミネラル
ウォーター4,800本を寄贈されました。
　今回の寄贈は、福島県の国際ロータリー
クラブ第2530地区の「水からプロジェク
ト」の一環によるもので、一時帰宅者の熱
中症対策として町内下郡山集会所に開所
した富岡町役場連絡所で希望者に配布し
ています。
※飲料水の配布は在庫が無くなり次第終了
　となりますので、予めご了承ください。

宮本町長に目録を手渡す伊東会長（前列左から2人目）

義援金をいただいた企業・団体・個人名を掲載いたします
（平成25年７月～８月分 順不同・敬称略）

・これまで寄せられた義援金　　　　  ５億1,802万8,867円（８月末日現在）
・ 配分された額（国、県義援金は除く）  ２億3,994万円（同）

井川自転車店（東京都）　タキムラカオル　ウンノアツシ　ヤマトメタル　　
富岡町議会議員OB会 会長 渡邉良一（千葉県）　エヌオンライン有限会社（東京都）
浄土真宗本願寺派たすけあい運動募金（京都府）　タワーレコード

　標記同窓会を下記のとおり開催いたします。富岡高校における女子高最後の学年として、
青春を分かち合った旧友たちやお世話になった先生方と再会し、大いに語り合いましょう。
多くの皆さまの参加をお待ちしております。
　なお、現住所が不明の方への招待状はご実家宛てに送付させていただきましたが、転送の
状況等により送付できなかった方がおりますことをお詫びいたします。
　また、就業や転居等により本案内を確認できない同窓生も多いと思われるため、ご家族の
皆さまにはお手数をお掛けいたしますが、平成８年度に富岡高校を卒業されたお子さまがい
らっしゃいましたら、本内容をお取次ぎいただければ幸いです。

　１．開 催 日　 平成25年11月９日（土）　11：30開場　12：00開始
　２．会 　 場　 La STANZA（スタンツァ）　いわき市平３丁目８－２（３階）
　３．会 　 費　 5,000円
　４．問い合せ先　 幹事代表　渡邉里美（旧姓・秋元） 　☎ 080‒1856‒5252
　　　　　　　　　　　　　　 渡邉琴美

全国の皆さまよりご寄付ならびに義援金をいただきました

「富岡高校 平成８年度卒業生同窓会のお知らせ」
（S.52年４月～S.53年３月生まれ）

広報とみおか　（20）（21）　広報とみおか

測定器：γ線用シンチレーションサーベイメーター（日立アロカメディカル社製）

No. 測定場所 測定日 地上１ｍ 地上10cm

37 小浜住宅団地内公園前 ９/13 3.93 6.68 
38 双葉環境センター ９/13 2.52 5.65 
39 ＮＨK電波塔入口（浜街道）９/13 4.11 5.47 
40 深谷集会所 ９/12 5.97 6.46 
41 赤坂神社前 ９/12 6.63 8.13 
42 太平洋ブリーディング前 ９/12 13.30 20.90 
43 みよし前交差点 ９/12 10.00 16.90 
44 富岡自動車学校前 ９/12 6.75 11.40 
45 リフレ富岡 ９/12 4.05 4.84 
46 東洋育成園前 ９/13 4.05 5.61 
47 富岡インター駐車場 ９/13 3.29 4.46 
48 上手岡児童館 ９/12 2.75 3.45 
49 下千里ライスセンター前 ９/12 2.92 4.68 
50 舘山荘前 ９/12 3.39 4.96 
51 夜の森つつみ公園 ９/12 4.58 4.95 
52 総合運動場東側駐車場 ９/12 4.83 7.32 
53 華の樹前 ９/12 5.37 7.28 
54 宝泉寺前 ９/12 3.57 8.30 
55 国道６号第二原発入口前 ９/13 1.23 1.81 
56 猪狩スタンド前 ９/13 1.43 2.25 
57 なべや駐車場前 ９/12 1.16 1.99 
58 大東銀行富岡支店前 ９/12 2.73 3.34 
59 富岡漁港 ９/13 0.57 0.55 
60 サンライズイン富岡前 ９/13 1.04 1.61 
61 福島富岡簡易裁判所前 ９/13 2.76 4.23 
62 ヨークベニマル富岡店前 ９/13 2.43 3.27 
63 今村病院前 ９/12 4.43 8.10 
64 福島銀行富岡支店前 ９/12 2.24 4.07 
65 龍台寺前 ９/13 2.50 4.59 
66 清水団地前 ９/13 2.52 3.44 
67 猪狩電気通信工業前 ９/13 2.41 3.30 
68 上郡消防屯所 ９/13 2.24 3.23 
69 岩井戸鉱泉 ９/13 1.24 1.72 
70 富岡工業団地 ９/13 1.62 1.62 
71 成沢の滝入口 ９/13 1.41 2.02 
72 沼名子橋 ９/12 2.36 3.67 

No. 測定場所 測定日 地上１ｍ 地上10cm

１ 下千里消防屯所 ９/12 2.65 4.48 
２ 上千里消防屯所 ９/13 2.06 2.61 
３ 杉内消防屯所 ９/13 2.16 3.39 
４ 第二工業団地入口 ９/13 4.70 5.75 
５ 高津戸集会所 ９/12 4.76 8.30 
６ 富岡第二中学校東側 ９/12 1.85 2.42 
７ 新夜ノ森集会所 ９/12 6.61 8.74 
８ 夜の森公園 ９/12 2.96 5.78 
９ 松の前待避所 ９/12 10.60 17.10 
10 小良ヶ浜集会所 ９/12 6.57 7.52 
11 町境（小良ヶ浜地区）９/12 8.57 11.20 
12 深谷消防屯所 ９/12 6.27 6.78 
13 富岡町営野球場 ９/13 1.01 0.76 
14 観陽亭前 ９/13 1.33 2.59 
15 富岡合同庁舎西側 ９/13 3.05 3.45 
16 富岡養護学校 ９/13 3.77 7.26 
17 老人福祉センター ９/12 6.24 10.70 
18 夜ノ森駅 ９/12 6.11 7.18 
19 王塚集会所 ９/12 5.14 6.72 
20 諏訪神社前 ９/12 3.55 4.02 
21 上本町消防屯所 ９/12 3.31 4.15 
22 上本町集会所 ９/12 2.71 3.15 
23 リベラルヒルズ入口 ９/13 2.60 4.18 
24 赤木集会所 ９/13 2.14 3.76 
25 上郡山集会所 ９/13 1.75 2.27 
26 太田集会所 ９/13 1.14 1.43 
27 原下消防屯所 ９/12 1.40 1.88 
28 富岡駅 ９/13 0.85 1.78 
29 清水消防屯所 ９/13 2.25 2.64 
30 役場 ９/12 2.16 2.36 
31 浄化センター ９/13 0.87 1.13 
32 毛萱集会場 ９/13 0.56 0.52 
33 富岡保育所 ９/13 2.23 3.51 
34 中央児童館 ９/12 2.77 3.86 
35 栄町駐車場 ９/13 2.08 2.78 
36 岩井戸消防屯所 ９/13 1.52 2.31 

町 内 の 放 射 線 量町 内 の 放 射 線 量
富岡町が独自に実施した町内の空間放射線量の測定結果をお知らせします（単位：マイクロシーベルト/h）

測定日：平成25年９月12日（晴れ）～13日（晴れ）



発
 行
／
富
岡
町

編
 集
／
富
岡
町
役
場
企
画
課
情
報
統
計
係

〒
963 －

0201 　
福
島
県
郡
山
市
大
槻
町
字
西
ノ
宮
48 －

5 　
TEL：

0120 －
33 －

6466 　
FA
X
：
024 －

961 －
3441

　
　
　
　
　
　
 富
岡
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 【
災
害
版
】　
http://w

w
w
.tom

ioka-tow
n.jp/

　
　
　
　
　
　
  E-m

ail：
tom
ioka.m

achi@
gm
ail.com

　
　
　
　
　
　
 
郡
山
駅
前
９
番
乗
場
発
　
新
池
下
団
地
行
き
 ま
た
は
 大
槻
行
き
　
停
留
所
　
西
の
宮
停
留
所

　　　私からの写真便り

今月の表紙：「３年ぶりの富岡町敬老会」
震災後初めて開催された富岡町敬老会。
会場のあちらこちらに、再会とお互いの元気・健康を喜び合う笑
顔の花が咲きました。

この印刷物は、FSCⓇの基準に
従って認証され、適切に管理さ
れた森からの木材を含んだ用紙
を使用して印刷しています。

あなたが撮った写真をお寄せください

◇応募要件
・データの場合はメールに添付できるサイズ、プ
リント写真は写真専用用紙に印刷されたもの。

・富岡町民で、氏名・現在お住まいの市町村名、
　富岡町の行政区名を掲載可能な方。
・写真のタイトルと説明文（150字程度）を添付
　してください。
・応募された写真は返却できません。また、応
募が多数の場合は選考の上掲載させていただ
きますので、あらかじめご了承ください。

◇応募方法
　現在お住まいの住所、氏名、富岡町での行政区
名、電話番号をご記入の上、デジカメ等のデー
タの場合は下記アドレスへメールで、プリン
ト写真を郵送の場合は封書で下記までお送り
ください。

・メールアドレス
　tomioka.machi@gmail.com
・住　所
　〒963－0201
　福島県郡山市大槻町字西ノ宮48－5
　富岡町役場郡山事務所企画課情報統計係

「友情をいつまでも」富岡第二中学校平成９年度卒業生同窓会

「地域と世代を越え、和やかに親睦会」富岡町さくらサロン

　富岡第二中学校平成９年度卒
業生の同窓会が、７月13日に郡
山市の「菊蔵」さんで行われ、同窓
生30人が久々の再会を果たしま
した。
　震災前、この店は富岡町で「客
神」として営業され、出席者は懐
かしい味に舌鼓を打ちながら、お
忙しい中駆けつけてくださった
２人の恩師を囲み、懐かしい思い
出話に花を咲かせました。

　福島市及び県北地区在住富岡
町民自治会による親睦会が、福島
市飯坂町の広瀬公園で行われま
した。
　この親睦会は福島大学災害ボ
ランティアの企画によるもので、
同ボランティアメンバーや桑折
町醸芳中学校の生徒、また、桑折
町社会福祉協議会など被災者支
援団体の皆さんも多数参加し、夏
の青空の下で思い出に残る楽し
い一日を過ごしました。

　　広報とみおかでは、町民の皆さんが撮影された写真を募集しています。写真のテーマは問いませ
んので、ふるってご応募ください。
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